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長谷川芳典 (京大 ･文 )･目上桝司(関学
大 ･文)
ニホンザルが社会的要因の影響を受けて企習悦
を形成していく過程を,(1)安全な食物を食べ始め
る学習,(2)有毒な食物を避ける学習の2つの側面
から実験的に分析した｡
(1)個別飼育下では当初不一致を示していた母
千(3組,子供は1歳 )の食習慣が,同居飼育下
の伴食経験をとおして一致するようになる過程を
実験的に分析した｡まず,実験1では,各個体に
2種頬の食物(レー ズンとポップコーン)を与え
たところ,いずれの母子においても摂取幌向(食
べるか否か)に不一致が見られた｡ついで,母子
を同居させ,2校の食物を同時に与えてみた｡そ
の結果,子が食べた食物は母 も食べるようIこなり,
母が食べた食物は子も食べるようになった｡両者
とも食べなかった食物は,いくら時間が経過して
も食べるようにはならなかった｡突験2では,食
物嫌悪条件づけを用いて,食習慣の不一致を人私
的に形成した.す7:=a?ち,子には2様の食物(マ
シュマロとアーモンド)のどちらも食べないよう
に条件づけ,母にはアーモンドは食べるがマシュ
マロは食べないように条件づけた｡次に,母子を
同居させ,この2校の食物を与えた｡子は,母と
同様にアーモンドを食べるようになったが,いく
ら時間が経過してもマシュマロを口にすることは
なかった｡なお,いずれの実験とも,いったん形
成された食習慣は,個別飼育下に戻された後にも
保持された｡
(2) 味自体は好まれるが有詩であるような液体
(催吐剤入りのサッカリン溶液)を放飼群に与え
どのような個体がそれを回避するようになるか検
討した｡1日2時間,計18回呈示したところ,1
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